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中国四国コンソーシアムの活動 (1/2)

• 当該地区における研究データ管
理ポリシーの策定・運用の支
援・推進

– 当該地区設置機関の研究データ
管理ポリシーの策定状況の把握

• 研究データ管理ポリシーの策定や
GakuNin RDMの構築・運用に関する
情報共有を通して、OA加速化事業等
を含む研究データエコシステムの構
築を目指す

– 「国立情報学研究所研究データ
管理・公開ポリシー (試行版)」
を雛型とした各機関への展開

• 各機関の状況に即した基本方針及び
実施方針 (実施手順) の策定のための
勉強会・情報交換会

– シンポジウム・セミナーの実施
(キックオフ、シンポジウム、
勉強会) による情報共有

• クラウドサービス利用シンポジウム
や大学DX勉強会、AXIES各部会との
コラボレーション
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都道府県 大学名 研究データポリシー GakuNin RDM OA加速化事業

国立 鳥取 鳥取大学 ○ (2024.03.13) ○ (2024.01.12) －

島根 島根大学 ※1 (2020.04.01) ○ (2022.08.16) 区分3

岡山 岡山大学 ○ (2024.02.15) ○ (2025.10.10) 区分2

広島 広島大学 ○ (2022.06.21) ○ (2019.08.29) 区分1

山口 山口大学 ○ (2024.04.01) ○ (2021.11.15) 区分2

徳島 徳島大学 ○ (2024.03.07) ○ (2022.07.15) 区分3

徳島 鳴門教育大学 ○ (2022.10.12) － －

香川 香川大学 ○ (2024.02.16) ○ (2023.07.18) 区分2

愛媛 愛媛大学 ○ (2023.03.08) ○ (2022.01.17) 区分2

高知 高知大学 ※2 (2025.03.13) － 区分3

公立 島根 島根県立大学・島根
県立大学短期大学部 ○ (2025.05.28) － －

広島 広島市立大学 ○ (2025.02.26) ○ (2024.11.15) －

山口 山陽小野田市立山口
東京理科大学 ○ (2024.04.23) ○ (2024.12.06) 区分3

高知 高知工科大学 ○ (2025.02.01) ○ (2024.05.10) －

私立 岡山 ノートルダム清心女
子大学 ○ (2024.03.28) ○ (2025.03.21) －

広島 広島修道大学 ○ (2024.04.10) ○ (2024.10.11) －

広島 海上保安大学校 ※3 (2021.9.15) ○ (2024.11.15) －

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
※1
・島根大学における研究データの保存等に関するガイドライン　理事（学術研究・イノベーション創出担当決裁）
・研究活動における不正行為防止への対応
　https://www.shimane-u.ac.jp/research/illegal_prevent/huseikoui/index.html
・島根大学における研究データの保存及び管理に関する手引き　2020年3月24日現在版

※2
・高知大学研究データ管理・公開ポリシー
・第128回 教育研究評議会 議事要録 2025年3月10日 承認
　https://www.kochi-u.ac.jp/_files/00540902/kyoiku128.pdf
・第526回 役員会 議事要録　2025年3月13日 承認
　https://www.kochi-u.ac.jp/_files/00538008/yakuin526.pdf

※3
・海上保安大学校における研究活動上の不正行為の防止等に関する規則
　https://www.academy.kaiho.mlit.go.jp/education/organization/center/file/2ver.2.pdf
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中国四国コンソーシアムの活動 (2/2)

• 研究支援活動におけるAI活用とDX推進
– 文献調査システムIntellectraの共同利用

(→ 研究支援活動への利用)
• 非定型ドキュメントを検索可能な形式に変換して利用
• ドキュメントの言語に関わらず母国語で会話
• 回答の生成過程の提示・確認による信頼性の確保
• 個人・機関・コンソ全体のデータソース選択・管理
• 質問者と回答者のペルソナ (役割) を設定して利用
• テナント内のデータの二次利用なし

– GakuNin RDMとの連携
• 将来は外部の公開データソース (CiNii Research, JAIRO 

Cloud等) との連携も
• AIを活用したDX研修の実施

– Intellectra講習会
• 2026/1/28：オンライン
• 2026/3/18：ハイブリッド (クラウドサービス利用シンポ

ジウム内)
– Copilot活用研修

• 機関／地区での勉強会を支援
• Intellectraテナント外部からの教育利用なども想定
• 大学DX勉強会と連携
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「研究データ管理」に対する目的意識の共有
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ファイル公開機能
ファイル管理機能
長期保存機能

機関レポジトリ
Open/Closed/Embargo

いろは
にほへ
とちり

ABCD
EFGH
IJKLM

アクセス管理機能
バージョン管理機能

いろはに
ほへとち

ABCDEF
GHIJKL

ストレージ
Closed

公開

情報メディア教育研究センター

・情報基盤の提供・運営

図書館

・機関レポジトリの運用
・ファイルへの書誌情報付与

・DMP作成支援
・研究データ管理研修開催 等

研究戦略
（総合戦略室・IR本部）

研究推進
（学術・社会連携室）

・研究戦略策定（重点領域等）
・共同研究等の発掘、研究評価

・研究公正（10年保存対応）
・研究助成（DMP対応）

学内研究力情報

研究データ保存・管理情報
DMP情報

研究室

RA、院生、技術職員、
ラボ管理者、実験補助者 等

研究データ管理についての
大学としての意思決定

大学執行部

研究者

学術情報
検索

サービス

いろは
にほへ
とちり

ABCD
EFGH
IJKLM

検索

機関レポジトリ
オープンデータ

研究公正
研究費不正使用防止

研究推進 vs.
費用対効果

著作権
オリジナリティ

インフラ整備・運用
（中長期的計画）



研究データのエコシステム
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小さいループ
 クローズドな研究データエコシ

ステム
 非公開 (閉域内) を前提とした環

境での研究データの利活用
 機微な情報を含む可能性

 GakuNin RDMとの間でグルグル
 短い時間で複数のサイクル 

(共同研究等における活発な
活用に期待)

大きいループ
 オープンな研究データエコシス

テム
 公開を前提とした環境での研究

データの利活用
 根拠データのオープンアク

セス化
 CiNii Research → GakuNin RDM 

→ JAIRO Cloudの間でグルグル
 1サイクルの時間が長い
 原則として1サイクルで完

結 (次のサイクルに繋げる
ことが課題)



文献調査システムIntellectraの共同利用
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Microsoft 365テナント
 中国四国コンソーシアムで運用

 Microsoft Azure上に構築し
たIntellectraと連携

 プロジェクトメンバーの割当
 プロジェクトリーダーは、

チームの所有者として登録 
(M365テナントのA1ライセ
ンスユーザとしてチームを
管理)

 プロジェクトメンバーは、
該当するチームにゲスト
ユーザとして招待

 GakuNin RDMのプロジェク
トメンバーとは連動しない

 Intellectraのグループ
 M365チームに連動
 ユーザ単位、グループ単位

でBlog Containerを共有
 コンソ全体や機関単位も可



GakuNin RDMとの連携のための機能拡張

Blob 
Storage 研究プロジェクトごとに

M365グループを作成

JAIRO 
Cloud

研究プロジェクトA
研究プロジェクトA フォルダ

プロジェクトごとに
フォルダ指定

論文を外部公開時に書誌情報として
メタデータを付加 アップロードされた

ファイルをBlobに保存

研究プロジェクトA フォルダ

オーナー（データ管理者）

ユーザー（共同研究者）

ユーザー（共同研究者）オーナー

M365グループ

ファイルを
アップロード

Azure Functions

ユーザー（共同研究者）ユーザー（共同研究者）

ファイルを
アップロード

ファイル書き込み

Webhook
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拡張機能として開発



クローズドな環境でのドキュメント探索の活用計画：
ヒロシマ平和研究教育機構 ディスカバリーシステム
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大学等連携推進法人
(2024年3月28日認定)
• 広島市、広島大学、広島市立大学、

広島平和文化センターが連携
• 事業 (目的)：平和に関する研究、

教育・人材育成、情報発信・提言
• 課題と目標
 広島・被爆関係資料には非定

型ドキュメントが多く、検索
可能な研究データとして取り
込むことが難しかった

 Intellectraを活用し、非定型
ドキュメントを取り込み、横
断検索を試行する

 また、取り込まれた研究デー
タに匿名化・仮名化等の処理
を行うことで教育データとし
ての活用を検討する



今後の予定

• 第3回中国四国コンソーシアムシンポジウム
～誰が何をやる？研究データ管理支援～

 : 2025年12月26日 (金) 13:00～17:00
 : 広島コンベンションホール

– 研究推進支援 (URA)、研究者、図書館員、情報基盤センター、研究推進室などの連携
のあり方について議論

• Intellectra講習会
 : 2026年1月28日 (水) 午後
 : オンライン

– 研究プロジェクトにおけるGRDMとIntellectraの連携の活用シーンを体験
• 第4回中国四国コンソーシアムシンポジウム

(Intellectraハンズオンを含む)
 : 2026年3月18日 (水) 午後
クラウドサービス利用シンポジウム (3月18日 (水) ～19日 (木) と併催)

 : 広島大学東千田キャンパス未来創生センター
– コンソーシアム参加機関におけるGRDMの活用事例・計画等の紹介 (予定)
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